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主
な
記
事
か
ら

　
日
本
商
工
会
議
所
は
11
月

21
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
臨

時
会
員
総
会
を
開
催
し
、
三

村
明
夫
会
頭
（
東
京
商
工
会

議
所
会
頭
／
日
本
製
鉄
名
誉

会
長
）
を
再
任
し
た
。
任
期

は
令
和
４
年
10
月
末
ま
で
の

３
年
間
。

　
三
村
会
頭
は
所
信
で
、
引

き
続
き
「
中
小
企
業
の
強
化

を
通
じ
て
日
本
の
成
長
す
る

力
を
育
て
る
」こ
と
、「
真
の

地
方
創
生
」
を
実
現
す
る
こ

と
が
果
た
す
べ
き
役
割
と

し
、『「
中
小
企
業
も
活
力
強

化
」と「
地
域
の
活
性
化
」を

柱
に
掲
げ
、
全
国
５
１
５
商

工
会
議
所
と
と
も
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
』と
述
べ
た
。

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

足
利
薪
能
な
ど
足
利
氏
ゆ
か

り
の
事
業
を
「
足
利
義
兼
公

没
後
８
２
０
年
記
念
事
業
」

に
集
約
し
、
足
利
氏
を
顕
彰

す
る
「
足
利
氏
歴
史
講
演

会
」
（
全
３
回
）
を
市
役
所

等
と
連
携
し
て
開
催
。
11
月

18
日
に
は
「
足
利
氏
と
室
町

文
化
〜
北
山
文
化
か
ら
東
山

文
化
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
国

立
民
族
学
博
物
館
の
熊
倉
功

夫
名
誉
教
授
を
招
き
第
三
弾

の
講
演
会
を
開
催
し
た
。
熊

倉
教
授
は
、
３
代
将
軍
足
利

義
満
が
建
て
た
北
山
文
化
を

代
表
す
る
華
や
か
な
金
閣
寺

と
８
代
将
軍
足
利
義
政
が
建

て
た
東
山
文
化
を
代
表
す
る

簡
素
で
洗
練
さ
れ
た
銀
閣
寺

に
つ
い
て
説
明
。
さ
ら
に
、

室
町
時
代
は
禅
宗
の
文
化
の

影
響
を
受
け
能
や
茶
の
湯
な

ど
現
代
に
続
く
日
本
文
化
の

源
流
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
、
１
３
０
人
の

聴
講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

　
な
お
、
足
利
商
工
会
議
所

茶
の
湯
愛
好
会
（
菊
地
義
治

会
長
／
当
所
常
任
顧
問
）
で

は
、
熊
倉
功
夫
名
誉
教
授
を

招
き
、
特
別
講
演
会
を
次
に

よ
り
開
催
す
る
。

◆
日
時
：
２
月
11
日
（
火
・

祝
）
午
前
10
時
30
分
よ
り

◆
場
所
：
足
利
商
工
会
議
所

友
愛
会
館
（
通
３
丁
目
）

◆
金
額
：
２
千
円
（
呈
茶
つ

き
）

◆
定
員
：
１
０
０
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
）

◆
問
合
せ
：
総
務
課
（
☎
21

―
１
３
５
４
）

　
　
　
　
　
　
（
登
石
記
）

　
11
月
３
日
付
け
で
発
表
さ

れ
た
秋
の
叙
勲
で
、
前
会
頭

の
早
川
慶
治
郎
特
別
顧
問
が

商
工
会
議
所
事
業
を
通
じ
た

産
業
振
興
の
功
績
で
旭
日
小

綬
章
を
受
章
さ
れ
た
。

　
早
川
前
会
頭
は
、
平
成
22

年
に
会
頭
就
任
以
来
、
「
人

づ
く
り
」、「
モ
ノ
づ
く
り
」、

「
ま
ち
づ
く
り
」を
商
工
会
議

所
運
営
の
基
本
理
念
に
掲
げ

事
業
を
推
進
さ
れ
た
。特
に

在
任
中
に

発
生
し
た

東
日
本
大

震
災
に
よ

り
、
北
関

東
地
方
は

被
災
し
風

評
被
害
を

含
め
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た

が
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
誠
意
、
情
熱
を
も
っ
て

会
員
事
業
所
の
防
衛
と
商
工

会
議
所
事
業
の
運
営
に
当

た
っ
た
。ま
た
、「
足
利
春
ま

つ
り
」「
足
利
夏
ま
つ
り
」「
足

利
秋
ま
つ
り
」
「
足
利
冬
物

語
」
と
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
を
関
係
各
所
と
連
携
の
も

と
開
催
し
、
足
利
市
へ
の
誘

客
数
を
飛
躍
的
に
伸
ば
す
な

ど
観
光
事
業
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
。

　
日
本
商
工
会
議
所
観
光
専

門
委
員
会
委
員
長
、
足
利
市

中
小
企
業
対
策
審
議
会
会

長
、
足
利
市
建
築
審
査
会
委

員
な
ど
を
歴
任
、
平
成
30
年

に
は
公
益
の
た
め
私
財
を
寄

付
し
た
功
績
に
よ
り
紺
綬
褒

章
を
受
章
。
今
年
10
月
足
利

商
工
会
議
所
会
頭
を
退
任
さ

れ
、
現
在
は
特
別
顧
問
と
し

て
大
所
高
所
か
ら
商
工
会
議

所
の
運
営
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
戸
叶
記
）

　
足
利
冬
物
語
の
関
連
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
来
年
２
月

３
日
か
ら
24
日
ま
で
、
友
愛

会
館
で
プ
レ
ミ
ア
ム
刀
剣
展

「
冬
の
國
廣
と
一
門
」
が
開

催
さ
れ
る
。

　
同
展
は
、
安
土
桃
山
時
代

に
足
利
を
は
じ
め
各
地
で
優

れ
た
刀
剣
を
生
み
出
し
た
堀

川
國
廣
の
「
布
袋
国
広
」
の

脇
差
、
鎌
倉
時
代
の
刀
工
と

さ
れ
る
「
国
俊
」
銘
の
太
刀

（
国
重
要
美
術
品
）
の
ほ

か
、
國
廣
の
門
人
の
作
品
が

展
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
期
間

中
、
刀
剣
研
究
家
の
田
部
井

勇
氏
（
田
中
町
）
を
講
師
に

刀
剣
鑑
賞
会
の
開
催
も
予
定

し
て
い
る
。

　
問
合
せ
は
、
冬
の
國
廣
と

一
門
実
行
委
員
会
事
務
局
／

市
役
所
商
業
振
興
課
（
☎
20

│
２
１
５
８
）
ま
で
。

◆
期
間
：
２
月
３
日
（
月
）

〜
24
日
（
月
・
祝
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

◆
会
場
：
友
愛
会
館
１
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
ッ
サ

◆
内
容
：
國
廣
及
び
そ
の
一

門
の
刀
剣
８
振
・
来
国
俊
等

鎌
倉
時
代
の
刀
剣
２
振

◆
入
場
料
：
無
料

　
　
　
　
　
　
（
川
田
記
）

　
足
利
冬
物
語
実
行
委
員
会

（
委
員
長
：
相
馬
稔
会
頭
）

で
は
来
年
２
月
１
日
か
ら
29

日
ま
で
の
１
ヵ
月
間
、
「
足

利
冬
物
語
」
を
開
催
す
る
。

　
ま
ち
な
か
が
閑
散
と
し
が

ち
な
２
月
に
、
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
よ
う
と
誕
生
し
た
事

業
で
、
２
月
３
日
に
開
催
さ

れ
る
「
節
分
鎧
年
越
」
や
、

足
利
産
の
食
と
ラ
イ
ブ
、

ト
ー
ク
な
ど
を
融
合
し
た

「
足
利
風
土
祭
」
、
飲
食
店

が
自
慢
の
料
理
と
飲
み
物
を

ほ
ろ
酔
い
セ
ッ
ト
（
１
千

円
）
と
し
て
提
供
す
る
「
ほ

ろ
酔
い
ウ
ォ
ー
ク
」
も
実

施
。
加
え
て
、
期
間
中
足
利

銘
仙
柄
の
行
燈
を
足
利
織
姫

神
社
の
階
段
や
史
跡
足
利
学

校
を
灯
す
「
足
利
銘
仙
灯

り
」
を
開
催
し
、
幻
想
的
な

雰
囲
気
を
演
出
す
る
。

　
ま
た
、
足
利
市
が
進
め
る

映
像
の
ま
ち
構
想
に
呼
応

し
、
市
内
で
撮
影
が
行
わ
れ

た
映
画
や
ゆ
か
り
の
あ
る
映

画
を
上
映
す
る
「
あ
し
か
が

映
像
ま
つ
り
」と
、市
内
の
商

店
主
ら
が
講
師
を
務
め
、
プ

ロ
の
技
・
コ
ツ
を
伝
授
す
る

「
ま
ち
ゼ
ミ
」事
業
も
昨
年
に

引
き
続
き
開
催
す
る
予
定
。

　
さ
ら
に
、
堀
川
國
廣
と
國

廣
一
門
が
鍛
え
た
刀
剣
10
振

り
を
友
愛
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
カ
ッ
サ
で
公
開
す
る
「
プ

レ
ミ
ア
ム
刀
剣
展
」
も
行
わ

れ
る
。

（
前
原
記
）

応援します！ 新しいお店…………………4・5頁
年末年始会員寺社の行事…………………6頁
足利秋まつり特集…………………………8頁

　
国
、県
で
は
、被
災
事
業
所
を
対
象
に
支
援
施
策
を
公
表
し
て
い
る
が
、足
利
商
工
会
議
所
で
は

「
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」及
び「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」の
申
請
に
つ
い
て
支

援
し
て
い
る
。前
者
は
、比
較
的
被
害
が
大
き
い
事
業
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、２
社
以

上
が
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
も
の
。後
者
は
、小
規
模
事
業
者
で
事
業
再
建
費
用
が
３
０
０
万
円

以
内
の
被
災
事
業
所
に
対
し
て
上
限
２
０
０
万
円
を
補
助
す
る
も
の
。こ
う
し
た
中
で
申
請
に
あ

た
り
必
須
と
さ
れ
る「
グ
ル
ー
プ
形
成
」に
つ
い
て
支
援
を
開
始
し
た
。

台
風

１９ 
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
中
小
企
業
の
皆
様
へ

　
　
　
　
　グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
申
請
を
支
援
中
！

マ
ル
経
資
金
を
ご
利
用
下
さ
い
。（
年
利
1
・
21
％
で
２
０
０
０
万
円
ま
で
。無
担
保
・
無
保
証
人
） 

　足利商工会議所では、広く会員事業所に呼びかけ
「新年会員交流会」を来春も盛大に開催します。毎年
３００名に参加いただきにぎやかに新春を祝ってい
ます。美味しい食べ物と飲み物をたくさんご用意し
ておりますので奮ってご参加下さい。申込みは総務
課(☎２１－１３５４)まで。
◆日時：令和２年１月８日(水)午後６時開会
◆場所：足利商工会議所友愛会館１階「友愛ホール」
◆会費：２,０００円

早
川
慶
治
郎
特
別
顧
問
に
旭
日
小
綬
章

会
議
所
事
業
を
通
じ
た
産
業
振
興
貢
献
で

足
利
氏
歴
史
講
演
会
で
も
講
師
に
！

茶
の
湯
愛
好
会
特
別
講
演
会

日
商
会
頭
に
三
村
明
夫
氏（
東
商
会
頭
）を
再
任

2020年の初笑いは1

8水

1

13祝
月

2

11祝
火

2

3月

2

24月㊗
2

1土

2

29土

　足利商工会議所では、新春初笑い｢友愛寄席｣を、立川談幸師匠を
メインゲストに開催する。２０２０年の初笑いはぜひ｢友愛寄席｣で！ 
■日時：令和２年１月１３日（月・祝）午後２時より（開場 午後１時３０分）
■場所：足利商工会議所友愛会館 ４階わたらせホール
■運営協力費：５００円
　•お楽しみ抽選会を実施　•入場券は、足利商工会議所友愛会館
　１階受付、北サテライトで販売中　•未就学児のご入場はご遠慮
　ください　•出演者、内容は変更になる場合があります
■定員：１５０人
■内容＆出演者
　◇開口一番　      立 川 幸 吾
　◇落語　真　打　立 川 談 幸
　　－　お仲入り　－
　◇ワークショップ　
　　寄席囃子と前座修行（楽屋裏話）   解説：立 川 談 幸　
　　実演：鶴 田 やよい　立 川 幸 吾
　◇落語　真　打　立 川 談 幸

足
利
冬
物
語

風
土
祭・銘
仙
灯
り・ま
ち
ゼ
ミ
な
ど

プ
レ
ミ
ア
ム
刀
剣
展「
冬
の
國
廣
と
一門
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
ッ
サ
で
開
催

ご参加ください！！
新年会員交流会

友
愛
会
館
は
12
月
28
日（
土
）〜
1
月
5
日（
日
）ま
で
休
館
し
ま
す
。 鶴田やよい

銘
「
日
州
住
信
濃
守
國
廣
作
」
　号
「
布
袋
国
広
」
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足
利
秋
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
実
行
委
員
長
：
相
馬
稔
会

頭
）で
は
、行
政
や
観
光
関
連

諸
団
体
等
と
の
連
携
・
協
力

の
も
と
に
10
月
か
ら
11
月
に

行
わ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
や

伝
統
行
事
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る「
足
利
秋

ま
つ
り
」を
今
年
も
開
催
し

た
。メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
学

び
舎
の
ま
ち
・
足
利
」。こ
れ

ま
で
の
観
光
行
事
を
中
心

に
、秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
た
栗
田
美
術
館
の
協

力
に
よ
る「
陶
器
・
ク
ラ
フ
ト

ア
ー
ト
ま
つ
り
」や
足
利
学

校
で
の「
足
利
学
校
さ
ま
ま

つ
り
」、「
小
学
生
論
語
か
る

た
大
会
」な
ど
を
開
催
し
た
。

　
今
年
は
、全
国
足
利
氏
ゆ

か
り
の
会
の
総
会
が
足
利
市

で
行
わ
れ
、
そ
れ
に
併
せ
毎

年
好
評
の
文
化
財
一
斉
公
開

で
、
特
集
・
足
利
氏
ゆ
か
り

の
寺
社
め
ぐ
り
と
題
し
足
利

氏
ゆ
か
り
の
寺
社
が
公
開
さ

れ
た
。

　
ま
た
足
利
学
校
で
は
、
新

元
号
制
定
に
合
わ
せ
た
企
画

展
が
開
催
さ
れ
、
元
号
の
典

拠
を
示
す
貴
重
書
籍
が
一
堂

に
展
示
さ
れ
、
元
号
の
由
来

に
つ
い
て
広
く
紹
介
さ
れ

た
。

　
さ
ら
に
夜
の
足
利
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
「
足
利
灯

り
物
語
」
で
は
、
点
在
す
る

歴
史
文
化
遺
産
を
は
じ
め
と

す
る
観
光
資
源
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
で
演
出
し
た
ほ
か
、

足
利
学
校
に
伝
わ
る
「
字
降

松
（
か
な
ふ
り
ま
つ
）
」
の

伝
説
を
映
像
化
し
た
「
切
り

絵
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
が
上

映
さ
れ
た
。

　
昨
年
に
続
き
地
図
を
見
な

が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
、写

真
を
撮
影
し
な
が
ら
市
内
を

巡
る「
足
利
学
び
舎
観
光
ロ

ゲ
イ
ニ
ン
グ
」等
も
開
催
さ

れ
る
な
ど
、「
学
び
・
体
験
観

光
」が
色
濃
く
打
ち
出
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
、

18
万
人
が
市
内
を
回
遊
し

た
。　
　
　
　
　（
武
井
記
）

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

ま
ち
な
か
を
着
物
で
散
策
す

る「
足
利
道
楽
・
楽
ジ
ュ
ア

リ
ー
ツ
ア
ー
２
０
１
９
・
秋
」

を
11
月
9
日
に
開
催
し
た
。

　
地
域
資
源
で
あ
る「
足
利

銘
仙
」や
お
し
ゃ
れ
着
等
の

着
物
を
活
用
し
、中
心
街
の

賑
わ
い
創
出
と
観
光
活
性
化

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

11
月
24
日
に
史
跡
足
利
学
校

で
「
第
９
回
小
学
生
論
語
か

る
た
大
会
」
を
開
催
し
、
市

内
11
校
か
ら
児
童
53
人
が
参

加
し
た
。

　
同
大
会
は
、
論
語
の
普
及

と
地
域
交
流
が
目
的
で
、
使

用
し
た
「
あ
し
か
が
論
語
名

句
選
か
る
た
」
は
、
足
利
市

が
進
め
る
論
語
教
育
と
論
語

の
普
及
を
通
し
た
観
光
戦
略

に
呼
応
し
、
平
成
22
年
に
足

利
商
工
会
議
所
が
制
作
し
た

も
の
。

　
当
日
は
児
童
た
ち
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
読
み
手
の
声
に
集
中
し

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
長
島
記
）

が
目
的
で
、今
回
で
19
回
目
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
24
人

の
参
加
者
は
史
跡
足
利
学
校

や
鑁
阿
寺
で
の
記
念
撮
影
や

銘
仙
倶
楽
部
加
盟
店
で
コ
ー

ヒ
ー
休
憩
な
ど
、着
物
姿
で

ま
ち
な
か
を
散
策
し
足
利
の

秋
を
満
喫
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
蓼
沼
記
）

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
郷

土
出
身
の
書
家
で
詩
人
の
相

田
み
つ
を
の
作
品
展
を
、
東

京
・
有
楽
町
の
「
相
田
み
つ

を
美
術
館
」
の
協
力
を
得

て
、
11
月
２
日
か
ら
24
日
ま

で
の
期
間
限
定
で
開
催
し
、

市
内
は
も
と
よ
り
高
知
県
や

福
島
県
な
ど
遠
方
か
ら
１
３

１
８
人
が
来
館
し
た
。
み
つ

を
の
原
点
で
あ
る
足
利
の
商

店
主
ら
に
支
え
ら
れ
た
初
期

か
ら
中
期
の
作
品
10
点
を
展

示
し
、
次
の
よ
う
な
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。
（
戸
叶
記
）

　
足
利
出
身
者
や
足
利
に
ゆ

か
り
が
あ
り
東
京
を
中
心
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
で
組

織
し
て
い
る
当
所
の「
東
京

経
済
・
文
化
人
会
議
」（
加
瀬

次
男
会
長
／
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
）の
メ
ン
バ
ー
10

人
と
、同
じ
く
足
利
出
身
者

や
足
利
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、

宇
都
宮
を
中
心
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
々
で
組
織
し
て
い

る「
県
央
あ
し
か
が
会
」（
小

林
敦
雄
会
長
／
栃
木
県
社
会

福
祉
協
議
会
常
務
理
事
）の

メ
ン
バ
ー
21
人
が
、
11
月
23

日
に
そ
れ
ぞ
れ
足
利
を
訪

れ
、故
郷
の
秋
を
満
喫
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
戸
叶
記
）

　
11
月
22
日
か
ら
24
日
の
３

日
間
、
栗
田
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
「
陶
器
・
ク
ラ
フ
ト

ア
ー
ト
ま
つ
り
」
は
、
陶
器

の
作
品
展
示
販
売
に
加
え
、

革
細
工
や
布
細
工
と
い
っ
た

ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
作
品
の
展

示
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
３

日
間
で
６
７
０
０
人
が
来
場

し
た
。

　
ま
た
、
好
評
の
絵
付
け
体

験
の
ほ
か
、
同
会
場
で
は
パ

ン
フ
ェ
ス
タ
な
ど
も
催
さ

れ
、
高
級
生
食
パ
ン
の
販
売

に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い

た
。
　
　
　
（
五
月
女
記
）

　
足
利
そ
ば
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、「
足
利
産 

新
そ

ば
ま
つ
り
」を
11
月
22
日
か

ら
24
日
に
行
わ
れ
た「
陶
器
・

ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
ま
つ
り
」

会
場
の
栗
田
美
術
館
で
開

催
、足
利
産
の
新
そ
ば
粉
を

使
用
し
た
そ
ば
を
振
舞
っ
た
。

　
使
用
し
た
そ
ば
粉
は
、足

利
の
そ
ば
職
人
が
畑
か
ら
耕

し
、種
ま
き
、収
穫
、製
粉
、正

麺
、そ
ば
打
ち
ま
で
を
全
て

一
貫
し
て
行
っ
た
も
の
。

　
期
間
中
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
だ
っ
た
も
の
の
、会
場

の
外
ま
で
長
い
行
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
１
６

２
５
食
を
販
売
。市
内
外
か

ら
訪
れ
た
愛
好
家
や
家
族
連

れ
で
賑
わ
っ
た
。

　
今
後
は
次
の
店
舗
で
足
利

産
蕎
麦
粉
を
使
用
し
た
蕎
麦

が
食
べ
ら
れ
る
。手
も
み
そ

ば 

い
け
も
り
、味
の
め
ん
処 

喜
八
、門
前
そ
ば 

菊
屋
本

店
、第
一
立
花
、一
茶
庵 

本

店
、手
打
そ
ば 

八
蔵
。

　
　
　
　
　
　
（
蓼
沼
記
）

６
７
0
0
人
が
来
場

陶
器・ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
ま
つ
り

足
利
産
新
蕎
麦
１
６
２
５
食
を
販
売

足
利
産
新
そ
ば
ま
つ
り

児
童
５３
人
が
熱
戦
！

県
内
外
か
ら
１
３
１
８
人
が
来
館

相
田
み
つ
を
ふ
る
さ
と
展

東
京
経
済・文
化
人
会
議

県
央
あ
し
か
が
会足利

ツ
ア
ー

小
学
生
論
語
か
る
た
大
会

●足利の旧家の店主達が支
えてくれた心意気が素晴ら
しいと思います。この町で
大切に保存されますよう
に。　　　　　（女性・市内）

●いつ見ても感じるものが有
り、楽しいです。今後も続け
て下さい。

　　　  （男性・桐生市・72歳）

●相田みつをさんの展示品
が見られとても嬉しかった
です。

　　　  （女性・福島県・68歳）

【来館者からの感想】

学び舎のまち「足利秋まつり」秋の観光・文化
イベントを網羅

18 
万
人
が
市
内
を
回
遊

秋の足利まち歩きを満喫
足利道楽・楽ジュアリーツアー

低学年の部
優　勝　小椋公晴さん（御厨小２年）
準優勝　落合結南さん（南小２年）
第３位　山田知佳さん（けやき小３年）

高学年の部
優　勝　市倉奈茄さん（久野小５年）
準優勝　伊藤　眞さん（富田小６年）
第３位　丸山璃音さん（山前小５年）

鑁阿寺を見学した東京経済・文化人会議メンバー

光明寺で坐禅体験をした県央あしかが会メンバー
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㈱
ハ
マ
ダ
（
浜
田
陽
一
代

表
／
当
所
常
議
員
）
で
は
、

足
利
の
観
光
名
所
な
ど
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
た
「
足
利
め
ぐ

里
プ
リ
ン
ト
ク
ッ
キ
ー
」
を

新
発
売
し
た
。

　
渡
良
瀬
橋
の
夕
景
を
フ
ル

カ
ラ
ー
で
プ
リ
ン
ト
し
た

「
渡
良
瀬
橋
ク
ッ
キ
ー
」
な

　
誰
に
も
会
わ
ず
に
気
兼

ね
な
く
。「
仕
事
帰
り
や
家

事
の
合
間
に
立
ち
寄
れ
る
」

そ
ん
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
サ

ロ
ン
「
き
ん
と
う
ん
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。「
我
が
家

は
共
働
き
世
帯
。
育
児
や
家

族
の
時
間
も
も
っ
と
大
切
に

し
つ
つ
自
分
ら
し
く
仕
事
も

し
た
い
。
そ
ん
な
想
い
か
ら

自
宅
サ
ロ
ン
の
開
業
を
決
意

し
た
」
と
中
山
重
夫
代
表
。

　
清
潔
感
の
あ
る
サ
ロ
ン

ル
ー
ム
は
香
り
や
音
楽
の
演

出
も
施
さ
れ
ホ
ッ
と
寛
げ
る

雰
囲
気
。
季
節
の
お
茶
や
ド

リ
ン
ク
の
お
も
て
な
し
も
嬉

し
い
。「
自
分
が
話
す
よ
り

も
話
を
聴
く
ほ
う
が
好
き
」

と
い
う
中
山
代
表
の
穏
や
か

な
雰
囲
気
か
ら
か
、
お
客
様

は
20
代
〜
70
代
と
幅
広
い
。

整
体
＋
疲
労
回
復
コ
ー
ス
５

千
円
は
足
浴
付
き
で
全
身
ま

る
ご
と
ほ
ぐ
し
て
体
バ
ラ
ン

ス
も
し
っ
か
り
整
え
ら
れ

る
。

　
営
業
時
間
は
午
前
10
時
か

ら
午
後
８
時

最
終
受
付
。

不
定
休
。
予

約
優
先
な
の

で
事
前
に
お

電
話
を
。

　
　
　
　
　
　
（
北
川
記
）

ど
を
商
品
化
し
た
同
社
の
観

光
土
産
品
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
部

門
「
濱
田
屋
」
が
開
発
。

ク
ッ
キ
ー
の
表
面
に
「
国
宝

ば
ん
な
寺
」
「
日
本
遺
産
足

利
学
校
」「
足
利
織
姫
神
社
」

「
足
利
花
火
大
会
」
「
布
袋

国
広
」
を
プ
リ
ン
ト
し
た
ほ

か
、
観
光
名
所
等
の
紹
介
文

と
、
ま
ち
な

か
の
マ
ッ
プ

が
掲
載
さ
れ

た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
が
封

入
さ
れ
て
い

る
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
市

内
で
活
躍
す
る
鶴
見
裕
也
氏

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ほ
か
、
題

字
は
足
利
の
書
道
家
、
根
岸

君
子
氏
が
手
掛
け
て
い
る
。

　
価
格
は
15
枚
入
り
で
１
０

０
０
円
（
本
体
価
格
）
。
年

末
年
始
の
手
土
産
と
し
て
ご

利
用
を
。
問
合
せ
は
、
㈱
ハ

マ
ダ
（
☎
41
│
２
３
０
１
）

ま
で
。
　
　
　
（
本
島
記
）

　
足
利
市
内
の
繊
維
業
者
で

組
織
す
る
「
足
利
フ
ァ
イ

バ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
田
野
雅
己
代

表
）で
は
、国
内
外
の
各
種
展

示
会
に
出
展
し
繊
維
産
地
足

利
を
発
信
し
て
い
る
。

　
11
月
12
日
か
ら
23
日
に

は
、
パ
リ
の
ポ
ー
ル
・
ポ
ワ

レ
高
校
と
の
共
催
で
、
パ
リ

の
日
仏
文
化
会
館
で
展
示
会

を
開
催
、
メ
ン
バ
ー
の
㈲
初

山
染
工
（
初
山
亮
二
社
長
／

借
宿
町
）が
参
加
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

舞
台
関
係
の
衣
装
や
美
術
の

専
門
家
を
育
成
す
る
同
校

と
、
２
０
１
６
年
来
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
き

た
。
展
示
会
で
は
、
足
利
の

繊
維
業
者
と
同
校
双
方
の
あ

ゆ
み
と
３
年
間
の
成
果
が
披

露
さ
れ
た
。

　
主
な
展
示
品
は
①
キ
モ

ノ
・
オ
ル
デ
イ
ネ
ー
ル
（
現

代
フ
ラ
ン
ス
人
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
キ
モ
ノ
／
ワ
ダ
ノ
ブ

テ
ッ
ク
ス
の
ト
ー
シ
ョ
ン
・

レ
ー
ス
使
用
）②
木
灰
染（
初

山
染
工
指
導
）
に
よ
る
歴
史

的
衣
装
の
モ
ノ
ト
ー
ン
・
エ

チ
ュ
ー
ド
③
マ
リ
ー
・
ア
ン

ト
ワ
ネ
ッ
ト
着
用
の
生
地
な

ど
の
復
刻
銘
仙
（
い
ろ
ど
り

＋
ガ
チ
ャ
マ
ン
ラ
ボ
提
供
）

を
使
っ
た
舞
台
衣
装
等
。そ

の
他
、銘
仙
や
ト
ー
シ
ョ
ン
・

レ
ー
ス
、
ト
リ
コ
ッ
ト
等
の

足
利
繊
維
の
歴
史
・
概
要
等

を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
20
日
か
ら
22

日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｔ

／
イ
ン
テ
リ
ア 

ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル 

リ
ビ
ン
グ
」
に
は
、

メ
ン
バ
ー
企
業
の
㈱
セ
イ
ホ

ウ
（
田
中
伸
和
社
長
／
堀
込

町
）
と
ガ
チ
ャ
マ
ン
ラ
ボ
㈱

（
高
橋
仁
里
社
長
・
当
所
議

員
／
山
川
町
）
が
出
展
し
た
。

　
足
利
商
工
会
議
所
の
ま
ち

お
こ
し
探
偵
団
・
足
利
浪
漫

の
会
（
武
井
保
則
会
長
／
武

井
酒
店
）で
は
、こ
れ
ま
で
大

切
に
育
て
て
き
た
足
利
市
田

島
町
産
の
ぶ
ど
う
を
使
用
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

「
足
利
浪
漫
」を
限
定
販
売
す

る
。同
会
で
は
、「
足
利
で
苗

木
か
ら
育
て
た
ぶ
ど
う
で
ワ

イ
ン
を
」を
目
標
に
、ぶ
ど
う

の
栽
培
を
行
っ
て
き
た
。ワ

イ
ン
の
醸
造
元
は
、Ｊ
Ａ
Ｌ

や
Ａ
Ｎ
Ａ
の
国
際
線
フ
ァ
ー

ス
ト
ク
ラ
ス
を
は
じ
め
、Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
豪
華
列
車
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｎ 

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

四
季

島
な
ど
で
ワ
イ
ン
が
採
用
さ

れ
て
い
る
コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
・

ワ
イ
ナ
リ
ー
社
。同
会
で
は

こ
れ
ま
で
に
も
同
社
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
平
成

30
年
に
５
周
年
記
念
事
業
と

し
て「
友
愛
浪
漫
」（
赤
・
白
・

ロ
ゼ
）を
発
売
。ラ
ベ
ル
は
公

募
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
を
採
用
し
、
そ
の
味
は

多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て

い
る
。

　
今
回
販
売
す
る
「
足
利
浪

漫
」は
、
コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
・

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
テ
ラ
ス
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
で
育
っ
た
マ
ス

カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
を
使

用
し
た
田
島
町
産
の
ぶ
ど
う

１
０
０
％
を
使
用
し
た
限
定

ワ
イ
ン
。ラ
ベ
ル
も
、足
利
工

業
高
校
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
に

依
頼
し
、
徳
原
野
乃
花
さ
ん

（
３
年
生
）の
作
品
を
採
用
し

た
。

　
足
利
浪
漫
は
、「
赤
」の
み

で
、
７
５
０
㍉
・
㍑
入
り
４

８
０
０
円
（
税
込
）。足
利
浪

漫
の
会
加
盟
店
（
武
井
酒
店

（
利
保
町
）、
オ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
い
い
だ
（
山
下

町
）、
丸
川
屋
長
谷
川
商
店

（
通
４
丁
目
）、
大
黒
屋
酒
店

（
通
３
丁
目
）、佐
川
酒
店（
家

富
町
）、
和
泉
屋
（
通
３
丁

目
）、
酒
の
な
か
む
ら（
堀
込

町
）だ
け
で
販
売
さ
れ
る
。限

定
２
０
０
本
。   

（
武
井
記
）

　
㈱
セ
イ
ホ
ウ
は
、
デ
ザ
イ

ン
と
機
能
を
融
合
さ
せ
た
新

し
い
タ
イ
プ
の
靴
下
ブ
ラ
ン

ド「
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｙ 

Ｓ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
Ｓ
」
や
「
宇
宙
の
く
つ
下
」

を
、ガ
チ
ャ
マ
ン
ラ
ボ
㈱
は
、

足
利
銘
仙
の「
ほ
ぐ
し
織
り
」

の
伝
統
技
術
を
応
用
し
た
絣

デ
ザ
イ
ン
の
シ
ル
ク
ス
カ
ー

フ
な
ど
を
展
示
し
、
両
社
と

も
販
路
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
の

浸
透
に
つ
と
め
た
。

　
ま
た
、
足
利
ミ
ス
織
姫
の

富
山
詠
美
さ
ん
が
出
展
協
力

を
行
い
、
製
品
説
明
や
カ
タ

ロ
グ
の
配
布
、
外
国
人
バ
イ

ヤ
ー
と
の
通
訳
な
ど
、Ｐ
Ｒ

に
一
役
買
っ
た
。（
前
原
記
）

　
足
利
冬
物
語
実
行
委
員
会

（
委
員
長
：
相
馬
稔
会
頭
）

で
は
、
足
利
冬
物
語
の
コ
ラ

ボ
企
画
「
足
利
ほ
ろ
酔
い

ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
０
冬
」
の

参
加
店
を
募
集
し
て
い
る
。

　
足
利
ほ
ろ
酔
い
ウ
ォ
ー
ク

は
、
飲
食
店
が
ド
リ
ン
ク
と

自
慢
の
お
つ
ま
み
を
１
０
０

０
円
の
セ
ッ
ト
と
し
て
提
供

し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
。
来

年
２
月
１
日
か
ら
２
月
29
日

ま
で
開
催
。

　
締
め
切
り
は
12
月
27
日
。

参
加
者
が
は
し
ご
酒
を
楽
し

め
る
よ
う
近
隣
の
３
店
舗
程

度
を
誘
っ
て
申
込
み
を
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
は
観
光

課
（
☎
21
│
１
３
５
４
）
ま

で
。
　
　
　
　
（
前
原
記
）

　「
す
ま
い
る
電
機
足
利
店
」

（
茂
木
俊
介
代
表
）が
今
年
春

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。す
ま
い

る
電
機
は
、
困
っ
た
時
に
す

ぐ
連
絡
で
き
る
こ
と
か
ら
、

お
客
様
の
一
番
近
く
で
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
家
電
品
の
購
入
は
も
ち
ろ

ん
、
使
い
方
等
の
商
品
説
明

や
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

行
っ
て
い
る
。ま
た
、
テ
レ

ビ
・
ブ
ル
ー
レ
イ
な
ど
の
Ａ

Ｖ
家
電
や
、
エ
ア
コ
ン
・
冷

蔵
庫
な
ど
の
生
活 

（
白
物
）

家
電
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
、

エ
コ
で
快
適
な
く
ら
し
を
実

現
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

る
。

　
サ
ー
ビ
ス
は
、①
大
工
工

事
対
応
（
建
具
修
理
や
手
す

り
・
棚
の
取
り
付
け
等
）②

水
ま
わ
り
対
応（
キ
ッ
チ
ン
・

バ
ス
・
ト
イ
レ
・
洗
面
所
等
）

③
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
④
電
気
湿
水
器

の
点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
エ

コ
キ
ュ
ー
ト
の
点
検
、
ト
ラ

ブ
ル
、
清
掃
な
ど
）。
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
専
門
の
た
め
他
メ
ー

カ
ー
の
場
合
は
要
相
談
。

　
定
期
的
に
展
示
会
等
も

行
っ
て
お
り
、
お
客
様
目
線

の
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
て
い

る
。

　
「
是
非
、
一
度
ご
連
絡
く

だ
さ
い
、
お
客
様
に
ピ
ッ
タ

リ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
」
と
茂
木
代
表
。
営
業
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
７

時
、
日
曜
定
休
。

　
　
　
　
　
　
（
北
川
記
）

　「
炉
端
ダ
イ
ニ
ン
グ
薫
海
」

（
武
藤
朋
子
代
表
）が
今
年
10

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
武
藤
さ
ん
が
物
件
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
か
つ
て
飲

食
店
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

大
正
時
代
か
ら
伝
わ
る
現
店

舗
の
家
屋
を
見
つ
け
オ
ー
プ

ン
に
至
っ
た
。

　
素
材
に
は
地
元
産
の
食
材

や
全
国
か
ら
厳
選
し
て
取
り

寄
せ
た
食
材
を
使
用
し
て
い

る
。お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
、

仙
台
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
す
き

し
ゃ
ぶ
で
、
特
製
だ
し
と
上

品
な
肉
を
堪
能
で
き
る
と
評

判
。ま
た
、看
板
メ
ニ
ュ
ー
と

も
い
え
る
炉
端
焼
き
は
、
旬

の
新
鮮
野
菜
を
炭
火
で
じ
っ

く
り
焼
き
上
げ
た
逸
品
。

　
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
店

内
か
ら
は
、
昼
間
は
手
入
れ

の
行
き
届
い
た
日
本
庭
園
が

臨
め
、
屋
外
に
は
庭
園
に
つ

な
が
る
テ
ー
ブ
ル
席
を
設

置
、
２
階
に
10
名
入
れ
る
個

室
と
60
名
座
れ
る
座
席
も
あ

り
大
小
様
々
な
飲
み
会
に
も

対
応
可
能
。来
店
客
か
ら
は
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
建

物
の
中
で
の
食
事
が
好
評
と

の
こ
と
。

　「
心
を
込
め
た
お
も
て
な

し
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
足
利
発
信
で
多
店
化

を
目
指
し
た
い
」
と
武
藤
代

表
。営
業
時
間
は
、午
前
11
時

か
ら
午
後
11
時
ま
で
。第
３

火
曜
定
休
。　
　（
長
島
記
）

　
足
利
市
出
身
の
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
末
吉
利
啓
、
バ
ン
ナ

ウ
ィ
ン
グ
が
所
属
し
、様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
プ
ロ
レ

ス
リ
ン
グ
ア
ラ
イ
ヴ
が
、今
年

も
足
利
で
大
会
を
行
う
。１

月
18
日（
土
）午
後
７
時
か
ら

行
わ
れ
、
東
北
・
関
東
の
レ

ス
ラ
ー
が
集
い
迫
力
あ
る

フ
ァ
イ
ト
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　
同
団
体
は
２
０
０
９
年
に

旗
揚
げ
さ
れ
２
０
１
９
年
に

10
周
年
を
迎
え
た
。
最
近
で

は
東
京
で
の
定
期
大
会
は
も

ち
ろ
ん
、
中
国
の
プ
ロ
レ
ス

団
体
Ｍ
Ｋ
Ｗ
と
も
提
携
し
大

連
や
哈
爾
（
ハ
ル
ビ
ン
）
に

も
選
手
を
派
遣
し
て
い
る
。

今
大
会
に
は
現
Ｃ
Ｃ
Ｗ
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
王
者
の
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

や
、
北
都
プ
ロ
レ
ス
の
絶
対

エ
ー
ス
河
原
成
幸
も
参
戦
す

る
。

　
足
利
大
会
の
チ
ケ
ッ
ト
は

指
定
席
最
前
列
３
５
０
０
円

（
当
日
４
０
０
０
円
）
、
自

由
席
２
５
０
０
円
（
当
日
３

０
０
０
円
）
、
小
学
生
以
下

無
料
（
要
保
護
者
同
伴
）
で

市
民
プ
ラ
ザ
（
☎
72
│
８
５

１
１
）
ま
た
は
団
体
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ

ア
ラ
イ
ヴ
で
検
索
）
か
ら
予

約
が
で
き
る
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　
　
　
　
　
　
（
石
井
記
）

参
加
店
募
集
!

ほ
ろ
酔
い
ウ
ォ
ー
ク

1
18土

田
島
町
産
ぶ
ど
う
!
ラ
ベ
ル
は
市
内
高
校
生

「
足
利
浪
漫
」２
０
０
本
限
定
販
売

繊
維
産
地「
足
利
」を
全
国
発
信

足
利
フ
ァ
イ
バ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

堀
込
町
２
９
５
１

電
話
70
│
４
３
１
１

街
の
で
ん
き
や
さ
ん

№690431

す
ま
い
る
電
機
足
利
店

緑
町
１
│
３
３
３
８

電
話
64
│
９
６
６
６

和
食
風
イ
タ
リ
ア
料
理
が
メ
イ
ン
の
炉
端
焼
き

№660012

炉
端
ダ
イ
ニ
ン
グ
薫
海

鹿
島
町
４
８
０
│
２

電
話
０
８
０
│
１
１
６
０
│
２
０
２
０

育
児
中
の
パ
パ
整
体
師
!

№420090

整
体・リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン

き
ん
と
う
ん

電
話
41
│
２
３
０
１

年
末
年
始
の
土
産
に「
足
利
め
ぐ
里
プ
リ
ン
ト
ク
ッ
キ
ー
」

№510018

㈱
ハ
マ
ダ

迫
力
あ
る
フ
ァ
イ
ト
‼

プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
ア
ラ
イ
ヴ
足
利
大
会

2

2
1

29日土

日土

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2
19水

足利ブランド

　足
利
商
工
会
議
所
で
は
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に

「
足
利
ブ
ラ
ン
ド
創
出
協
議
会
」を
設
置
し
て
、歴
史
と
伝

統
、豊
か
な
自
然
と
人
々
の
高
い
技
術
力
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
商
品
製
品
や
、足
利
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
飲
食
店

の
メ
ニ
ュ
ー
を「
足
利
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
全
国
に
発
信
す
べ

く
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

このマークのついている商品はホームページまたはメールにてご購入いただけます。ネット

　この貸店舗は、国宝・鑁阿寺の山門に通じるメイン
ストリート・大門通りに面し、街並み景観や歴史・文化・
観光を重視するエリアにあります。明治期築造の蔵
の増改築タイプで、床面積は88平方メートル（約27
坪）です。
　今、「蕎麦のまち」を標榜する足利市にあって、新た
なテナントを蕎麦店限定にて募集します。市内外に関
わらず、出店ご希望の方は早めにご相談ください。委
細面談です。
　なお、蕎麦店の応募がなかった場合は、特に業種を
問わず、募集させていただきます。
●お問い合わせ先　☎0284－41－2646（松村）

◆
学
生
服
ゴ
リ
ラ

　制
服
販
売

　
日
　
時
：
１
月
２５
日
㈯
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
　
　
　
　
１
月
２６
日
㈰
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

　
場
　
所
：
友
愛
会
館
４
階「
４
│
１
応
接
室
」

　
問
合
せ
：
㈲
サ
サ
ザ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　（
学
生
服
ゴ
リ
ラ
） 

　
　
　
　
　
☎
０
２
７
６
│
３３
│
７
７
７
５

　足利商工会議所観光・サービス業部会（保々賀右部会長／当所常議員）では、幕張メッセで開催
される「ＨＣＪ２０２０」の視察見学会を開催する。
　「ＨＣＪ２０２０」とは、国際ホテル・レストラン・ショー、フード・ケータリングショー、厨房設備機器展
の総称で、飲食・ホテル業界向けのホスピタリティとフードサービスの商談専門展示会。食材から
ＡＩやロボット、厨房機器など様々な情報が入手できる。
日　　時：２月１９日（水）午前９時出発（午前８時５０分集合）
集合場所：足利商工会議所友愛会館第１駐車場（旧５０号線沿い）
視 察 先：幕張メッセ
参 加 費：１，０００円（交通費・弁当代等含む・当所会員対象）
交　　通：貸切バス
定　　員：２５名（定員になり次第締切／締切は１月１５日）
　　　　　※事前登録の都合上、早めに申込みください
申 込 み：観光課（☎２１－１３５４）

◆通１丁目商業会
◆通２丁目商業会
　〇まちなかイルミネーション事業（２月３日迄）
◆通３丁目商店街振興組合
　○まちなかイルミネーション事業（２月３日迄）　　○新春初売り振る舞い餅つき大会
　　・つきたて餅無料サービス（あんころ餅、きなこ餅）
　　　１月２日／午前９時３０分～１２時００分　※餅はなくなり次第終了　通３丁目商店街駐車場　
　　　小雨決行・大雨中止
◆足利公園商業会（☎２１－２２０２）
　〇初日の出を読経と共に迎える会
　商業会会員で緑町・福巌寺の住職と副住職の二人が読経を唱える中、参加された皆さんと初日の出を迎
　えませんか。終了後、商業会が用意した暖かいお汁粉を召し上がっていただきます。場所は、足利公園の
　山頂付近で、福巌寺の上、時間は１月１日午前６時４０分～（日の出は大凡６時５０分～７時の間）参加費
　は無料です。皆様のお越しをお待ちしています。
◆島忠足利店（☎７3－3511）
　初売り：１月２日　午前１１時より
◆コムファーストショッピングセンター／アピタ足利店（☎７２－８８１１）
　初売り：１月１日 午前９時より
　１月１日　９：００～　「縁起の干支土鈴プレゼント」
　　　　　 当日のアピタ、アピタ専門店のお買上レシート１，０００円（税込）以上のご提示で先着２００個
　　　　　 （お一人様一点）
　（１Ｆコム広場）
　１月２日　１１：３０～、１４：３０～「中国雑技パフォーマンスショー」
　（レストラン館１Ｆ特設会場にて／先着２０２０回転まで）
　１月３日　１０：００～　「初売りお楽しみ抽選会」
　　　　　 当日のアピタ、アピタ専門店のお買上レシート３,０００円毎に1回
　　　　　 最高５回まで参加できます。　※イベントは一部変更になる場合があります
◆㈱アベスポーツ（☎７１－０３０３）
　初売り：１月２日 午前１０時より
　令和初の新春セールは、大人気の「オーダーグラブが９，９９９円で作れる大抽選会」開催に加え、「店内商
　品どれでも１点８０％ＯＦＦ，６０％ＯＦＦ，４０％ＯＦＦで買える大抽選会」を開催します。各日限定、各１名様！！
　１２月中にお会計ごとに配布させて頂く抽選券が必要になります。（抽選券がないと参加出来ません）
　詳しくはアベスポーツの超大型タペストリー、店内ポスターをご確認下さい。尚、１２／３０（月）、３１
　（火）、１／１（水）はお休みとさせていただきます。

一途にもなか一途にあしかが…。甘党を唸ら
せる最中の逸品。相田みつを製作の包装
紙や栞でも有名…。

古印最中（5ヶ入）785円（税込）～
羊羹用に製餡した餡に吉野産の本葛をつ
なぎに使った栗むし羊羹で、一個一個茶
巾絞りにしてあります。

栗むし羊羹 200円（税込）

まちなか商店街＆大型店 
年末年始お得情報

飲食・ホテル業界の情報収集に！
「ＨＣＪ２０２０」視察見学会

「蕎麦店」限定！
松村記念館テナント募集

●
●

●

●

炉端ダイニング薫海

両毛線

八雲
神社

旧50号

郵便局
●
GS

鳥常支店

●
●

●
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ボランティア感謝の会を開催
　足利赤十字病院は、12月4日に院内で活動するボランティアの
方々を対象に感謝の会を開催した。
　同院では、一般市民や、病院職員で構成される同窓の会によるボラ
ンティア活動が行われており、現在は正面玄関や、北玄関で来院され
た患者にサポートを行う『玄関案内ボランティア』、ホスピタルモール
等で癒しの場を提供する『音楽ボランティア』、病院各所に設置されて
いる素敵な絵画や写真、絵手紙で患者様を癒す『写真･絵画ボラン
ティア』、がん治療と生活をつなぐ、具体的な情報とケア体験を提供す
る『リボンズハウス』、化学療法中の副作用で頭髪が抜けるがん患者
向けに手作りの帽子を寄付する『帽子ボランティア』の5つのボラン
ティアが行われている。
　日頃の感謝の気持ちを伝えるために開催された感謝の会は、総勢24
名のボランティア関係者が参加し、小松本院長から感謝の意が述べられ
るなど、病院幹部や病院職員との交流を深め、盛況裡に閉会となった。
　参加したボランティア関係者からは、『このような会を開催していた
だき本当に感謝している。これからも足利赤十字病院、皆様の役に立
つことができれば非常に嬉しい』とやる気に満ちた声が聞かれた。
　病院とボランティ
アの強い信頼関係に
より行われている活
動が、地域の拠点病
院である同院を支え
ていくことを期待し
ている。

【ボランティア感謝の会の様子】

㈲香雲堂本店
営
足利市通4-2570
　9：00～19：00　　無休
　　０２８４-2１-4964
　　０２８４-21-1054
　　http://koundohonten.jp
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TEL
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E-mail

㈲草雲羊羹本舗
営
足利市緑町１-3261
　9：30～１９：００　　水曜
　　０２８４-2１-4771
　　０２８４-21-3880
　　http://www.watv.ne.jp/̃souun
  　　souun@watv.ne.jp
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FAX

休

URL
E-mail
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